





A SHORT HISTORY OF THE RESERCH OF 
FAMILY BUDGET IN JAPAN. IV. 
DEVELOPMENT AL PROCESS OF THE STUDY 
FOR MINIMUM LIVING COST 























































について問題となるのは， 食物費一般， 被服7~一般というよりも ， 食物世の中における箸修的部分，
被服費の中における幸子修的部分である。ととろが乙れについてはさきのアレン，ボーレイの考察が何






























総 支 出 59.ω 3420 33 81 
飲 食物 資 29.同 24.07 23.99 
住 居 Z寺 (8.12) 5.74 5.69 
光 熱 tを (4.06) 3.72 3.71 
被 目匝 安 (4.89) 。-0侃
雑 't  (11.70) 。.17 。
エンゲノレ然係数 50.2 70.1 71.0 
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教授によって詳細に検討が加えられ，より理論 90-1∞ 2133 
的な展開が企てられている。 1∞~ 2121 
















同 倣lIf 予6 % % % ラ4
1，4∞-1，6∞ 15 67.2 2.3 4 1 8.1 18.3 
価 和 1，創)0-1，800 5 63.2 3.6 5.0 5.7 17.5 
局
都 泣
1，鉛0-2，(削 33 回 7 3.7 2.8 5.6 19.1 
市 2，α)0-2，5∞ 148 ω8 3.7 5.1 5.4 16.0 
家
年 2，5∞-3，α)0 189 69.7 3.9 3.6 6.6 16.2 
Z十 6 3，αJO-3，5∞ 202 70.2 35 3.2 6.6 16.7 
調
月 3，5αト
-4，似)0 188 73.4 3.5 3.4 5.1 14.5 
査 4，∞0- 回7 719 3.9 2.7 6.9 15.6 
-2，α)() 66 百 3.0 5.1 6.5 16.0 統 2，α>0-2，5∞ 50 3.5 43 6.5 15.4 
言十 昭
2，5∞-3，α)() 55 2.0 4.2 8.6 13.0 
局
3，000-3，5∞ 59 日.2 2.5 4.6 7.4 16.3 
消 和
3，日)()-4，α)() 46 68.6 3.9 3.9 85 15.1 
~ 4，α>0-4，5∞ 52 68.4 2.7 28 8.5 17.6 22 3.1 
4エ邑ヨ 4，5∞-5，α)() 25 70 5 2.3 8.0 16.1 
価 年
5，以)(-6，α)0 55 63.3 3.4 3.0 12.4 17.9 
格 6 
6，αぬ-7，0∞ 46 68.8 3.3 30 10.2 14.7 
調
7，0∞-8，α治 29 73.7 4.0 1.7 6.5 14.1 
月 8， (削-9，。∞ 21 64.0 5 2 2.7 12.7 15.4 
査
9，0∞-10，0∞ 15 61.5 5.1 2.0 12.2 19.2 
10，∞ひ~ 49 60.5 48 20 16.4 16.3 
(資料〉森閑修三「エンゲJレ法則の停止」
( 26 ) 




















































































































( 29 ) 
































光・ 然 費 128.98円
る。そしてζのような検証をせざるを得ないと 住 居 費 (未計算)






( 30 ) 
多聞:白木~M・研究小史 ( 4 ) -153ー
Il~せざるを得ない史1.[111 として ， “生活の履歴現象"からとの芯味づけを企てている。すなわち
「ー鍛に生活がある変化Iζ直而すると，直ちiζその変化iζ願応しないで底抗する。そして一定の抵抗期間をお
いて，はじめてその変化に応ずるようになる〈履歴現象〉。 ・H ・H ・..しかも乙のような履歴現象は.i?銀労働者・

























































































y= U.v= (a+bX+cX!l)(I+mx+nX!l) 
表 5第実収入階層別緊要度l順位
実収入階層 |事実収入| 緊要度順位
|劃 I1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 
-3，0∞ 31 2，569 服 住 光 富IJ 雑 主
3，000-4，∞o 41 3，635 住 光 認リ 服 雑 主
一 一一一一ト一一一
4，000-5，000 81 4，584! 住 光 話1 雑 主 服
一
5，000-6，000 61 5，553 光 住 国l 雑 主 服
6，000-7，000 81 6，541 光 住 主 自1 斜E 服
一
7，∞0-8，000 101 7，409 光 住 主 冨IJ 幸lE 服
一
8，000-9，000 71 8，503 光 主 住 @J 雑 服
9，000-10，000 21 9，428 主 光 住 冨1 雑 服
10，000-11，0∞ 3110，377 主 光 住 国l雑 服
ト一一
11，000- 司11，203主 光 琵IJ 住 雑 服
(資料)奥村忠雄「エンゲJレ法買IJ逆現象の分析J























































































( 35 ) 
学社稽A-~ 社-158ー












現実の消費支出額 y。は負値をすべてゼロとおいた場合計額にひとしい。ゆえに Yoとれ との差が
負値の合計額で“潜在的な欲求不満の量"をあらわしている。したがって乙れが消失する点，すなわち
次の条件をみたす点、が潜在的な欲求不満の解消点となる。
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( 36 ) 
迫るには，“国民生活の論理"(附よりして，






































(1) 森回優三: ー“生活費と最低賃銀"東洋経済講座主~~第zl絹 「賃銀の研究J 所収〈昭ぬ23年)
( 2 ) R_ G. D. Allen. A. L. Bowley :“F剖nilyExpenditure. A Study of its Va口ationヘLondon.(1935) 
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( 37 ) 
-160ー 社会福祉学
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(44) 自然科学的な消費単位を，家計の笑態から修正しよう とする試みは E.E. SydenstIickerと W.I.
Kingの Ammain(Adult Male Maintenance) にみられるが，とれが本絡的に社会科学の立場か






















( 39 ) 
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手宇
考
)
本
表
は
手
も
と
に
あ
る
資
料
!
を
も
と
に
し
て
作
成
し
た
。
何
分
貧
弱
な
蒐
集
で
あ
る
の
で
，
遺
漏
や
誤
記
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
，
大
方
の
ご
叱
正
を
え
て
，
よ
り
完
全
な
も
の
と
し
Tこ
い。
2.
算
定
方
式
の
命
名
に
は
，
い
わ
ゆ
る
理
論
生
計
銭
方
式
と
呼
ん
で
い
る
も
の
を
.
ロ
ウ
ン
ト
リ
ー
式
と
エ
ン
ゲ
Jレ
式
と
に
わ
け
，
実
態
生
計
~l
方
式
は
.
い
わ
ゆ
る
家
計
の
実
態
そ
の
ま
ま
を
生
活
水
準
の
呼
称
と
す
る
も
の
で
は
な
く
て
，
実
態
生
計
費
か
ら
一
定
の
意
味
を
も
っ
た
生
活
水
準
一
一
ζ
ζ
で
は
最
低
生
活
費
一
ー
を
裁
定
す
る
方
式
を
総
称
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
，
た
ん
に
家
計
調
査
の
平
均
値
を
と
っ
て
最
低
生
活
費
と
名
付
け
た
よ
う
な
も
の
は
，
す
べ
て
採
用
し
て
い
な
い
。
ま
た
供
給
可
能
物
震
か
ら
，
生
活
水
準
を
創
出
し
て
い
る
も
の
を
供
給
物
量
方
式
の
も
と
に
一
括
し
た
。
け
れ
ど
も
，
ζ
れ
ら
の
算
定
方
式
の
問
に
は
，
個
々
に
相
当
の
関
さ
が
あ
る
の
で
.
正
確
な
呼
称
と
し
て
は
留
保
し
た
い
。
3
，
生
活
内
容
認
の
樽
成
を
表
示
す
る
た
め
に
，
消
雲
母
支
出
額
を
基
準
に
と
っ
て
，
そ
の
比
率
を
算
出
し
た
が
，
乙
の
表
示
の
仕
方
は
家
計
費
自
分
類
の
理
論
化
と
と
も
に
改
訂
(
例
え
ば
可
処
分
所
得
に
た
い
す
る
割
合
と
い
う
工
合
に
)
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
現
在
は
，
ζ
の
よ
う
に
し
て
確
定
さ
れ
た
家
計
量
毎
日
分
類
を
も
た
な
い
の
で
，
便
宜
上
従
来
の
慣
例
に
し
た
が
っ
た
。
な
お
ζ
れ
に
関
連
し
て
，
最
低
生
活
費
の
範
聞
に
算
入
さ
る
べ
き
あ
る
種
の
務
国
(
例
え
ば
貯
蓄
等
に
象
徴
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
)
の
取
拾
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
ζ
と
，
お
よ
び
そ
の
生
活
水
準
表
示
の
命
名
の
仕
方
に
，
共
通
の
意
味
内
容
を
も
た
す
と
と
が
で
き
て
い
な
い
と
と
を
痛
感
し
た
。
4.
相
互
の
比
較
対
照
の
便
宜
の
た
め
に
，
C.
P.
I.
に
よ
る
修
正
を
行
っ
た
が
，
ζ
の
C
.P
.I
.
の
用
い
方
lζ
若
干
の
機
械
的
操
作
を
施
し
た
ρ
こ
の
よ
う
な
操
作
の
仕
方
は
，
極
め
て
便
宜
的
で
あ
っ
て
，
当
を
え
て
い
な
い
が
，
現
在
ま
だ
と
の
分
母
を
共
通
に
す
る
も
の
が
出
来
て
い
な
い
の
で
，
し
ば
ら
く
と
の
ま
ま
に
し
て
お
乙
う
。
a
算
定
地
域
に
し
た
が
っ
て
，
大
都
市
の
場
合
に
は
東
京
都
の
C.
P.
I
.
を
，
そ
の
他
の
場
合
lζ
は
全
都
市
の
C.
P.
I
.
を
採
用
し
た
。
b
.
昭
和
21
年
8
月
以
前
は
，
内
関
統
計
局
の
生
計
費
指
数
に
よ
っ
て
リ
ン
ク
し
た
。
但
し
，
昭
和
20
年
は
日
銀
の
東
京
小
売
物
価
指
数
で
，
ま
た
大
正
8
年
は
同
卸
売
物
価
指
数
で
リ
ン
ク
し
た
。
(
A
)
/
(
B
)
の
値
は
，
N
o
.
4
5
の
C.
P.
I
.
修
正
額
を
10
0と
し
て
，
指
数
化
し
で
あ
る
。
5.
本
表
の
計
算
Jこ
は
，
す
べ
て
計
算
尺
を
使
用
し
た
の
で
，
3
桁
以
ょ
の
数
値
の
信
事
貫
性
は
な
い
。
{備
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